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問1 日本の歴史において、縄文時代に定住生活が始まり、生活が安定する中で普及した、表面をみがいて形を整えた石器を何と呼
びますか。 （2018年　徳島公立入試　類似）

1.  打製石器 2.  磨製石器 3.  青銅器 4.  鉄器

問2 佐賀県の東名遺跡（ひがしみょういせき）では、約8千年前の地層から植物の繊維で編まれた国内最古級の「編みかご」が発見
されました。このような発見から推測される、当時の人々の生活習慣や信仰に関する記述として正しいものを次の中から選ん
でください。 （2019年　佐賀公立入試　類似）

1.  自然の恵みに頼った生活を送っ
ており、魔よけや豊かな収穫を祈
るために土偶（どぐう）が作られ
た。

2.  有力な王が各地を支配してお
り、その権力を象徴するために巨
大な前方後円墳が造られた。

3.  大規模な灌漑設備を整えて稲作
を行い、村同士の争いに備えて周
囲に堀を巡らせた環濠集落で暮ら
した。

4.  仏教の教えが広まり、国家の安
泰を願って各地に国分寺や国分尼
寺が建立された。

問3 縄文時代の人々が、遮光器土偶に見られるような独特な形をした土製品を多く製作した理由として、当時の社会背景から考え
られる背景はどれですか。 （2026年　千葉公立入試　類似）

1.  自然の脅威や病気に対して、超
自然的な力による解決や生命力の
向上を祈る必要があったため。

2.  強力な王が国を統一し、自分の
権力を誇示するために同じ形の像
を大量生産させたため。

3.  大陸との交易において、日本の
特産品として輸出するための芸術
性を追求したため。

4.  金属器がまだ普及しておらず、
全ての調理器具や狩猟道具を土で
作る必要があったため。

問4 2019年に制定された「アイヌ施策推進法」では、アイヌの人々の誇りが尊重される社会の実現を目指しています。アイヌ民族
が日本の先住民族であることを認め、その独自の伝統や文化を維持・振興することで実現しようとしている、多様な背景を持
つ人々が共に暮らす社会のあり方を何と呼びますか。 （2026年　埼玉公立入試　類似）

1.  多文化共生社会 2.  高度情報化社会 3.  持続可能な社会 4.  中央集権社会

問5 山形県の西ノ前遺跡から出土した、その美しい造形から「縄文の女神」として国宝に指定されている土製品についての説明と
して、最も適切なものはどれですか。 （2019年　山形公立入試　類似）

1.  縄文時代に作られた土偶の一種
であり、当時の人々の祈りや願い
が込められている。

2.  弥生時代の遺跡から見つかった
土偶であり、大陸から伝わった稲
作の成功を祈るために使われた。

3.  古墳時代の古墳の頂上付近から
発見された埴輪であり、葬られた
有力者の権威を示している。

4.  飛鳥時代の寺院跡から出土した
仏像の原型であり、鎮護国家の思
想を反映している。

問6 縄文時代の遺跡において、海岸や水辺に近い集落付近で見つかる、食べた後の貝殻や魚の骨、破損した土器などが堆積した場
所を何といいますか。当時の人々の「ゴミ捨て場」としての性格を持ち、生活の痕跡（生活跡）を現代に伝えるものを選びな
さい。 （2024年　大分県公立入試　類似）

1.  貝塚 2.  古墳 3.  環濠集落 4.  高床倉庫

問7 日本の東北地方、現在の青森県に位置する縄文時代を代表する遺跡について、その名称と時代の組み合わせとして正しいもの
を選びなさい。 （2023年　徳島公立入試　類似）

1.  三内丸山遺跡 ― 縄文時代 2.  吉野ヶ里遺跡 ― 弥生時代 3.  登呂遺跡 ― 弥生時代 4.  三内丸山遺跡 ― 弥生時代

問8 縄文時代における人々の生活環境の変化と、道具の使用に関する説明として最も適切なものはどれですか。 （2016年　富山県公立入試　類

似）

1.  大陸から稲作が伝来したこと
で、収穫した穀物を大量に貯蔵す
るための薄くて赤褐色の土器が広
く普及した。

2.  気候が温暖になり動植物の食料
が豊富になったことで定住が進
み、食料の加工や保存のために土
器が作られた。

3.  氷河期の影響で大型の獣を追う
移動生活が中心となり、獲物を仕
留めるために磨製石器が初めて登
場した。

4.  有力な首長が各地に出現し、集
落を守るための環濠や、身分を象
徴する豪華な副葬品としての土器
が作られた。

問9 縄文時代の遺跡からは、女性をかたどったとされる土偶など、当時の精神文化を反映した遺物が多く発見されています。これ
らの遺物が作られた目的や背景として最も適切な説明を選びなさい。 （2024年　熊本県公立入試　類似）

1.  稲作が普及し、収穫した米を保
存するためのまじないとして作ら
れた

2.  大陸との交易において、有力者
が自分の富や権力を誇示するため
に作られた

3.  自然の恵みに感謝し、食べ物の
豊かさや安産などを祈るために作
られた

4.  身分の高い人物が亡くなった
際、その墓である古墳に副葬品と
して納めるために作られた
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答え合わせ・解説

問1 答え 2
磨製石器

旧石器時代には石を打ち砕いただけの打製石器が使われていましたが、縄文時代に入ると用途に合
わせて表面をみがき、形を整えた磨製石器が普及しました。この変化は、定住生活の開始や土器の
使用といった生活様式の大きな転換と密接に関わっています。

問2 答え 1
自然の恵みに頼った生活を送っており、
魔よけや豊かな収穫を祈るために土偶
（どぐう）が作られた。

東名遺跡で発見された編みかごは、縄文時代の人々が身近な植物を利用して食料の採集や運搬を行
っていた高い技術を持っていたことを示しています。この時代の生活は自然環境に強く依存してい
たため、自然の力を畏れ、豊かな収穫や安産などを祈る呪術的な道具として土偶が盛んに作られま
した。古墳の造営や環濠集落、国分寺の建立は、より後の時代（古墳時代、弥生時代、奈良時代）
の出来事です。

問3 答え 1
自然の脅威や病気に対して、超自然的な
力による解決や生命力の向上を祈る必要
があったため。

縄文時代は自然の産物に依存した生活を送っていたため、気候変動による食料不足や病気は死に直
結する大きな脅威でした。科学的な知識が限られていた当時、人々は「祈り」を通じてこれらの問
題を解決しようとしました。そのため、女性の生命力を象徴する土偶などを通じて、食物が豊かに
なること（豊穣）や、部族の繁栄を願う呪術が発達したと考えられています。

問4 答え 1
多文化共生社会

アイヌ民族は長年、同化政策などによって独自の文化を制限されてきた歴史があります。しかし現
在では、そのアイデンティティを尊重し、異なる文化を持つ人々が互いに理解を深めながら対等な
関係で共に生きていく「多文化共生社会」の実現が、人権保障や民主主義の観点から重要な目標と
されています。

問5 答え 1
縄文時代に作られた土偶の一種であり、
当時の人々の祈りや願いが込められてい
る。

「縄文の女神」という名称からも分かる通り、これは縄文時代に製作された土偶です。山形県舟形
町の西ノ前遺跡から出土したこの土偶は、高さ45cmと日本最大級であり、当時の高い技術と精神
文化を示しています。土偶はあくまで縄文時代の文化であり、古墳時代の埴輪とは製作された背景
が明確に異なります。

問6 答え 1
貝塚

縄文時代の人々が日常の生活で出た不要物を捨てた場所です。単なるゴミ捨て場としての機能だけ
でなく、食べ残された骨や貝殻から、当時の人々がどのような動植物を食べていたか、あるいは当
時の気候や海岸線の位置がどこにあったかを知るための貴重な史料となります。

問7 答え 1
三内丸山遺跡 ― 縄文時代

青森県で発見されたこの遺跡は、縄文時代における日本最大級の集落跡です。大型の掘立柱建物や
多数の竪穴住居の跡が見つかっており、当時の定住生活の様子を詳しく伝える重要な史跡です。佐
賀県の吉野ヶ里遺跡や静岡県の登呂遺跡は、いずれも弥生時代の代表的な遺跡であり、縄文時代に
は含まれません。

問8 答え 2
気候が温暖になり動植物の食料が豊富に
なったことで定住が進み、食料の加工や
保存のために土器が作られた。

縄文時代は地球の温暖化に伴い、木の実などの植物性食料や魚介類が安定して得られるようになり
ました。これにより人々は竪穴住居を作って定住するようになり、硬い木の実を煮てアクを抜いた
り、煮炊きをしたりするための道具として土器が重要な役割を果たすようになりました。選択肢に
ある稲作の普及や薄手の土器（弥生土器）は、その後の弥生時代の特徴です。

問9 答え 3
自然の恵みに感謝し、食べ物の豊かさや
安産などを祈るために作られた

縄文時代は、狩りや漁、採集による生活であり、自然の状況に食料確保が左右されました。そのた
め、土偶などの遺物は、子孫繁栄や獲物の増加、病気の回復といった切実な願いを込めた呪術的な
道具として用いられたと考えられています。


